
 

 

 

○すすんでよいことをしよう 
「一日一善(一日一回、善いことをしよう)」。

ごみを拾う、困っている友達に声をかけるな
ど、自分にできる小さな善いことを、日々積み
重ねていきましょう。 
 

                           

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 伝統 創立 148（開校 135）周年運動会 
校長 関 眞理子 

１０月２５日（日）に、創立 148（開校 135）周年記念運動会を実施することができました。前日の雨のた

め、当日は早朝より、お父さんクラブやスマイルネットの方々が準備を手伝ってくださり、時間どおりに開始す

ることができました。ありがとうございました。また、盛会に開催できたことも、こどもたちを支えていただいて

いる保護者や PTA、学校運営協議会委員、地域学校協働本部、町会、地域の皆様のおかげです。心より感

謝申し上げます。 

雨天のため、急な天候不順用プログラムに変更したにもかかわらず、保護者、地域の皆様のご理解とご協

力をいただき、さらに、こどもたちは、なお一層、心を一つにして団結力を固め、最後まであきらめない姿、友 

達への心強い声援を送る姿、精一杯力を振り絞って駆け抜ける姿など、どれも参観している人の心を感動さ

せた姿がありました。転んでもすぐに立ち上がって走りきる姿、バトンを渡す際や技の息を合わせた掛け声、

上級学年の表現・演技を通して、憧れをもつ下級生や次は自分たちが挑戦するから練習しなければという新

たな意気込みを抱いたりした児童もいました。こどもたちにとって、よい経験を積み重ねることができ、さら

に、「雨降って地固まる」のとおり、こどもたちの笑顔と逞しさで乗り越えた運動会となりました。 

                         今年度も、安方中学校から中学生運営ボランティア生徒が本校の運動会 

                       をサポートしてくれました。主体的に動き、運動会を支える先輩の姿は、これ 

                       から先、地域で活躍していく礎になっていると思います。安方中学校の校長

先                       先生をはじめ、多くの先生方に重ねて感謝申し上げます。 

   最後に、PTAからこどもたちに大事な節目に記念タオルをいただき、記念 

撮影をしました。皆の思いの詰まった周年記念タオルを掲げ、全児童が心を一つに合わせた瞬間でした。 

 

 

 

 

 

 

 

矢口小学校を支えてくださっている皆様と共に、これらの経験の積み重ねが、こどもたちの未来を創る力を

さらに成長させていきます。引き続き、先輩たちが築き上げてきた「矢口魂」を深化させていくこどもたちに、エ
ールを送ってくださいますよう、お願いいたします。 

学校ホームページ：https://www.ota-school.ed.jp/yaguchi-es/ 
住所：〒146-0095東京都大田区多摩川 1-18-22 
電話：03(3759)9618  FAX：03(3759)9619 

令和８年 10月 30日通算 44７号 
大田区立矢口小学校 
校長    関  眞理子 

○よ  よく考え、進んで学習するこども  

○い  いつも元気でじょうぶなこども 

○こ  こころ豊かでやさしいこども 

くんせん 

1１月 生活目標 
 
 

☆なかよし班活動について 

なかよし班活動では、６年生を中心に、児童が自ら考え主体的に活

動しています。６年生は毎回の活動の反省を次回に生かせるよう、

担当の先生とよく考えながら計画を立てます。異学年交流を通し

て、自分たちにできることは何かを考えながら、学習しています。 

特別活動部より 

※運動会で撮った動画等をＳＮＳ等第３者の目に触れるところに掲載することはおやめください。 
トラブルの原因になります。ご家庭でのみお楽しみください。よろしくお願いいたします。 



 

 
 

  
日 曜 11月　行事予定 SC

1 日 東京都教育の日

2 月 全校朝会　委員会 5 5 5 5 5 5

3 火 文化の日

4 水 特別時程　多摩川全校遠足（弁当・水筒持参） 5 5 5 5 5 5

5 木 生活科見学（１年）予備日 5 5 6 6 6 6

6 金 多摩川全校遠足予備日（給食あり） 5 5 5 6 6 6 〇

7 土

8 日

9 月 全校朝会　クラブ⑨　 5 5 5 5 5 5

10 火 読み聞かせ　安全指導　排便記録（始） 5 5 6 6 6 6 〇

11 水 特別時程　区交通安全教室（１～３年２校時・４～５年３校時） 4 4 4 4 4 4

12 木 地域清掃（全学年） 5 5 6 6 6 6

13 金 特別時程　就学時健診（５年） 4 4 4 4 6 4 〇

14 土

15 日

16 月 全校朝会　クラブ⑩　地域清掃予備日　排便記録（終） 5 5 5 5 5 5

17 火 社会科見学（４年） 5 5 6 6 6 6 〇

18 水 特別時程　避難訓練（火災２次避難）　研究授業（３－２は５時間授業） 4 4 4 4 4 4

19 木 町たんけん（２年） 5 5 6 6 6 6

20 金 児童集会 5 5 5 6 6 6 〇

21 土

22 日

23 月 勤労感謝の日

24 火 狂言出張講座（６年） 5 5 6 6 6 6 〇

25 水 特別時程　避難訓練予備日（火災２次避難）　 4 4 4 4 4 4

26 木 健康プログラム（６年）　生活科見学（２年） 5 5 6 6 6 6

27 金 体育朝会　セーフティ教室（１～３年２校時・４～６年３校時） 5 5 5 6 6 6 〇

28 土

29 日

30 月 全校朝会（駅伝壮行会）　委員会 5 5 5 5 5 5

授業時数（学年）
１　　２　　３　　４　　５　　６



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜各学年＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1１月 お知らせ 

１学年                     教材費：１,０２０円     引き落とし日：１１月５日（木） 

○箱を集めておいてください。  
算数「かたちあそび」の学習で、箱を使用します。教科書72ページを見て、いろいろな形の箱を

集めておいてください。学校に持ってくる日は、改めて連絡帳でお知らせします。11月下旬に使用予
定です。  

 
○さつまいも収穫 
 11月にさつまいもの収穫を予定しています。日程は、後日 tetoruや連絡帳にてお知らせします。
当日は、汚れてもよい服装で登校し、軍手を持ってきてください。 
 
○リースづくり 
あさがおやさつまいものつるでリースを作ります。つるを束ねるために、モールを使います。各ご家

庭で、モールや飾りなどのご準備をお願いいたします。日程は、後日 tetoruや連絡帳にてお知らせ
します。 

２学年                          教材費：後日お知らせします。 
〇「めざせ！九九仙人」の取組について 
かけ算の学習が始まりました。かけ算九九を覚えるために、１人１冊「めざせ！九九仙人」
を配布します。これは、常に連絡袋の中に入れておき、学校でも家でも学童でも、いつでも
これを見ながら唱えることができるようにします。ご家庭でも、このカードを見て練習させ
てください。 
詳細につきましては、別紙でお知らせをいたします。宿題としてご家庭でも練習していき
ますので、励ましのお声掛けをお願いいたします。 
 
○生活科見学について  野毛山動物園 
 〈日にち〉１１月２６日（木） 雨天中止 
当日はお弁当が必要となります。ご準備をお願いいたします。詳しい持ち物等につきまし
ては、後日配布するしおりをご確認ください。 
 

☆冬の生活について（服装等） 
○冬の服装等について、再度ご家庭でもお子さんとご確認お願いいたします。 
・普段から下着を身に着け、体温を調節するためにこども自身で着脱します。 
・カイロ、リップ、ハンドクリームを使用する場合は、保護者が連絡帳にて担任に知らせます。 
・校内では、ジャンパー、コートなどの上着は脱ぎ、手袋、マフラー、ネックウォマー等も身に着けません。 
・カーディガンやジャンバーなどを肩や腰に巻き付けません。 
＜体育時の服装＞ 
・レギンス、スパッツ、膝上までの靴下ははかない。 
・寒い時は、上着（トレーナーなど）を着てもよい。（チャック・ボタン・フードのないもの） 
・長い髪は、ゴムで束ねる（ピン留めは外す）。 
・防寒用の長袖下着を着用する場合、必ず着替えを自宅から持参する。 



 

３学年             教材費：250円（運動会半纏
は ん て ん

代） 引き落とし日１１月１０日（火） 

〇地域清掃について 
  ＜日にち＞１１月１２日（木）＜予備日＞１１月１６日（月） 
  ＜持ち物＞軍手 帽子 水筒 
 
〇学習用具について 
使い切った場合、ご家庭で各教科同じ色・同じマスのノートのご準備をお願いいたします。
表紙の絵柄は同じでなくて構いません。 

 
○消防署見学 
 社会科「安全なくらし」で消防署に見学に行く予定です。日時が決定いたしましたら、 
 tetoruにてお知らせいたします。 

４学年       
〇地域清掃について 
  ＜日にち＞１１月１２日（木）＜予備日＞１１月１６日（月） 
  ＜持ち物＞軍手 帽子 水筒 
 
○社会科見学について  大田清掃工場・東京都水の科学館・東京タワー 
   ＜日にち＞１１月１７日（火） 雨天決行 
当日は、弁当・水筒が必要となります。ご準備をお願いいたします。持ち物等の詳細につい

ては、後日配布するしおりをご確認ください。 

５学年    
○就学時健康診断１１月１３日（金） 
 来年度入学する新１年生の健康診断のお手伝いをします。そのため、下校時刻が変わりま 
す。担当する係によっても下校時刻が変わりますので、お子さんが何の係になったかをご確 
認ください。 
学校医の部屋の手伝い係：１４時４５分頃         誘導係：１５時０５分頃 

 
○１１月に予定していた社会科見学を令和９年２月２日に変更いたします。詳細は、薫泉１
月号でお知らせをいたします。 

 
 

６学年        

〇おおたの未来づくりについて 
おおたの未来づくりの学習が本格的に始まっています。商店街の会長・副会長さんからお

話を聞き、担当のお店にインタビューに行きます。今後は講師の先生からプレゼンテーショ
ンについて学習し、担当のお店のためになるフェスティバルとなるよう、準備を進めていき
ます。ご家庭でも、商店街についての話題を親子で話し合っていただくよう、ご協力をよろ
しくお願いいたします。 

 
〇家庭科の作品について 
 家庭科「ソーイングで生活を豊かに」で作成したバッグを一度持ち帰ります。実際に使用
してみて、三学期に更に改良し、２月の展覧会で展示します。３学期の始業式で集めますの
で紛失のないようにお願いいたします。 
 
   

   



 

 

     こどもたちは、張り切って、学習や生活に意欲的に取り 
組んでいます。今後、ホームページ等にも掲載していきます。 

励ましや温かい声かけをお願いいたします。 

１学年  

○国語科「くじらぐも」 

「天までとどけ、一、二、三」と声をそろえてジャンプ

するこどもたちの姿を想像しながら楽しく学習に取り組

みました。自分だったらくじらぐもに乗って何をしたい

かなど物語の世界を豊かにする姿が見られました。 

 

２学年 

〇生活科「せかいにひとつ わたしのおもちゃ」 

２年生は生活科「せかいにひとつわたしのおもちゃ」で工

夫を凝らしたおもちゃを作り、おもちゃランドを開いて、１年生

を招待しました。おもちゃランド本番では、２年生が１年生に

遊び方を説明し

たり、一緒に遊

んだりして、楽し

みながら優しく

かかわる姿がた

くさん見られまし

た。 

３学年 

○INB工場見学 

 社会科の「くらしと工場」の学習で、INB工場を見学させて 

いただきました。工場で働く方々のお話を聞いたり、機械を使

って製品を作っている様子を見たりしました。普段は見ること

のできない工場の様子を 

見学することができ、たく 

さんの学びと発見があり 

ました。 

４学年 

○校外学習「SDGsを学ぼう！」 

 １０月９日に SDGs を学びによみうりランドに行ってきまし

た。ランド内に隠されている SDGs の看板を、班のみんなで

協力しながら探し、「わたしたちが環境のためにできること」

を考えました。午後には、一人一つのアトラクションに乗り、多

くの学びと笑顔があふれる１日でした。 

 

５学年 
○収穫の秋  稲刈り 

  9月 26日（土）の学校公開に予定していた稲刈りが雨天

のため中止となり、10月 5日（月）に行いました。 

  4月の田おこし、代かきから、5月の田植え、夏休みには田

んぼに藻がたくさん増えたため、ラジオ体操後に藻を除去す

るなど、例年にはない水質管理をして米作りをしてきました。

稲刈り当日は、保護者ボランティアの方々にご協力いただき、

無事に稲刈りを行い、体育

館のギャラリーに干すこと

ができました。収穫したお

米については、おおたの未

来づくりの学習で、どのよう

にしていくかを考えていき

ます。 

６学年       

〇運動会に向けて「棒体操～百花斉放（ひゃっかせいほう）～」 

小学校生活最後の運動会に向けて本校の伝統でもあ

る「棒体操」の練習に取り組んでいます。今年度の四字

熟語のテーマは、学年で話し合い、６年２組の富永晴香

さんが提案した「百花斉放」に決まりました。「百花斉

放」とは、「さまざまな花が一度に競い合うように咲き、

チーム全体や個人の活

躍を願う」という意味

が込められています。

５・６学年の一人一人

が小さな努力を続け

て、過去の伝統を超え

る「棒体操」にしようと

取り組んでいます。 


